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前報（坪田・小沢，1977）に述べた条件によって作製

したトキソプラズマラテックス凝集反応マイクロタイタ

ー用試薬が，ヒトのトキソプラズマ感染の診断に使える

かどうかを,ヒト血清の抗体価頻度分布ならびに２種，ト

キソテスト顛栄研,,およびＬｅｗｉｓａｎｄＫｅｓｓｅｌ（1961）

法，の血球凝集反応試験との比較によって検討し，良好

な成績を得たので報告する．なお，動物の診断剤として

の有用性は第３報（坪田ら，1977）に述べる．

３．ヒト血清

トキソプラズマラテックス凝集反応による抗体価頻度

分布を調べるために，ヒト血清741例を非働化すること

なく，そのまま使用した．トキソテストとの比較には，

ヒト血清541例を使い，ラテックス凝集反応は無処理の

まま，血球凝集反応は非働化と吸収を行なってから，そ

れぞれ試験した．ＬｅｗｉｓａｎｄＫｅｓｓｅｌ法との比較には，

東京女子医科大学病院中央検査部にトキソプラズマの血

清検査を目的として持ち込まれた血清461例を使い，ラ

テックス凝集反応はそのまま，血球凝集反応は非働化の

後，それぞれ実施した．

材料および方法

１．試薬の作製

前報（坪田・小沢，1977）に示した好適条件に従っ

て,以下の如く調製した．すなわち,蛋白濃度1.8ｍｇ/ｍＪ

に調整した抗原液とラテックス粒子を２％（w/v）に懸

濁した0.2Ｍ塩化アンモニウムーアンモニア緩衝液(ｐＨ

8.0）とを１：１に混ぜ，３７Ｃ，６０分間感作した．次い

で，同じ緩衝液を用いて遠心洗瀧を２回行なって余剰の

抗原を除去した後,感作ラテックス粒子を終濃度が0.1％

(w/v）になるように同緩衝液（0.5％ｗ/ｖ牛血清アルブ

ミン添加）に懸濁し，試薬とした．

２．トキソプラズマラテックス凝集反応およびトキソ

プラズマ血球凝集反応の術式

トキソプラズマラテックス凝集反応マイクロタイター

法の術式は前報（坪田・小沢，1977）に示した．血球

凝集反応の試験の内，トキソテスト（栄研化学製）（Lot

No・NOO17Tを使用）については，添付の使用説明書通

りに実施し，陽性限界を≧１：512とした，Ｌｅｗｉｓａｎｄ

Ｋｅｓｓｅｌ法は常松（1966）に準じて，実施し，陽Ｉ性限界

を≧１：５１２（常松ら，1970）とした．

成績

１．トキソプラズマラテックス凝集反応の抗体価頻度

分布

ヒト血清741例のラテックス凝集反応抗体価頻度分布

を求めたところ，Ｆｉｇ．１に示す如く，１：１６を谷とし，

＜１：１６および１：２５６をそれぞれ峰とする明らかな二

峰性が認められた．この結果から，ヒト血清について

は，＜１：１６は陰性，１：１６は中間値として疑陽性，

≧１：３２は陽性と見なすことが出来ると判定した．

２．トキソプラズマラテックス凝集反応とトキソプラ

ズマ血球凝集反応との比較

１）トキソテストとの比較，

ヒト血清521例について比較した結果，Ｔａｂｌｅｌに示

す如く，ラテックス凝集反応の陽性限界を１：３２とした

場合，両法の定性的一致率は90.8％（473/521）であっ

た．不一致の48例について見ると，その71％（34例）は

血球凝集反応陽｣性，ラテックス凝集反応陰'性であり，残

（７８）
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示す如く，ラテックス凝集反応の陽性限界を１：３２とす

れば，90.7％（418/461）が定性的に一致した．不一致

の43例の内訳は，２８％（12例）が血球凝集反応陽性，ラ

テックス凝集反応陰性であり，７２％（31例）が血球凝集

反応陰性，ラテックス凝集反応陽性であった．

考察

トキソプラズマ感染の血清診断法としてもっとも信頼

されているのは色素試験（SabinandFeldman，１９４８；

小林ら，１９６８；KobayashieZaZ，1968）であるが，ア

クセサリー・ファクターおよび生きたトキソプラズマが

必要で，しかも可成り熟練を要し，多数の検体検査には

適さない．色素試験にかわる方法として我国で頻用さ

れて来た血球凝集反応試験すなわち人ｏ型血球を使う

LewisandKessel（1961）法および羊生血球を使う

JacobsandLunde（1957）法ならびに羊固定血球を使

う方法（Park，１９６１；Jennis，１９６６；花木ら，１９６４；

HiraokaandOhshima，１９７２；ThorburnandWillia‐

ｍｓ，1972）には，血清の非働化とＬｅｗｉｓａｎｄＫｅｓｓｅｌ

法を除けば非特異抗体の吸収が必要である．このような

煩わしい処理のいらない凝集反応としてラテックス粒子

が抗原の担体として使用されたが，これまでのトキソプ

ラズマラテックス凝集反応（Bozd6chandJira，１９６１；

LundeandJacobs，1967;KwantescZaL1972;

BeverleyEtaZ，1973）は感度および特異性において他

法に劣るとされていた．しかし，それを抗原感作量の選

択とマイクロタイター法を使うことによって改善し，ト

キソプラズマラテックス凝集反応マイクロタイタ－用試

薬を作製した．この試薬の調製諸条件および安定性１こつ
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応陽'性であった．

２）ＬｅｗｉｓａｎｄＫｅｓｓｅｌ法との比較

ヒト血清461例について比較したところ，Ｔａｂｌｅ２に
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いては前報（坪田・小沢，1977）に述べたごとく，ロッ

ト差がほとんど無く，５Ｃで20カ月以上にわたって安

定であり，キット製品として不可欠の条件を満足させる

ものであった．

このトキソプラズマラテックス凝集反応試薬がヒトの

診断に使えるか，また，その場合の陽性限界をどこに置

くかにつき検討した結果，本報で報告した如く，抗体価

頻度分布曲線から１：３２以上を陽性とみなすべきである

と考えられ，これを基準とすれば，トキソテストおよび

LewisandKessel法による血球凝集反応試験との定性

的一致率はそれぞれ90.8％および90.7％と高い値を示し

た．

小林ら（1977）もこの試薬と色素試験およびJacobs

andLunde法による血球凝集反応試験との定性的一致

率がそれぞれ94.4％および95.5％という高い値であり，

また陽性限界を１：３２にするのが適当であると報告して

いる．

これらの知見から判断すれば，このラテックス凝集反

応試薬は，各種の血球凝集反応と同様に色素試験に代る

血清試験として使うことが可能であり，しかも血清の非

働化や非特異抗体の吸収を必要としない点で血球凝集反

応より簡便であり，また，マイクロタイター法であるか

ら多数の検体を短時間に処理出来る利点もある．

要約

前報（坪田・小沢，1977）に述べた条件に従って作製

したトキソプラスマラテックス凝集反応マイクロタイ

タ－用試薬がヒトのトキソプラズマ感染の診断に使用し

うるか否かを検討した．

１．ヒト血清741例の抗体価頻度分布を求めたところ，

１：１６を谷とし，＜１：１６および１：２５６をそれぞれ峰

とする二峰性が認められ，≧１：３２を陽性限界と推定

した．

２．ヒト血清251例について，トキソテストによる血

球凝集反応と比較したところ，定性的一致率は90.8％で

あった．

３．ヒト血清461例について，ＬｅｗｉｓａｎｄＫｅｓｓｅｌ法

による血球凝集反応試験と比較したところ，定性的一致

率は90.7％であった．

以上の成績から，この試薬によるラテックス凝集反応

はトキソプラズマ感染症の診断の目的に十分応用しうる

ものと結論された．
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ｎJ"ａ６ｅＳｂＺｂﾉαAu`ＣＯ.，Ｌｚ`.，ＴＭａ－Ｗ,Smrzα"zα335,,肱pα"）

Itwasdemonstratedthatthesensitizedlatexreagentformicrotiteragglutinationtest

preparedbytheproceduredescribedinthepreviouspaper(TsubotaandOzawa,1977)wasuseful

forserologicdiagnosisｏｆＴｏ工”ｍｓ"Jainfectioninman、

１）Thefrequencydistributionoflatexagglutinationtiterｓｏｆ７４１ｈｕｍａｎｓｅｒａｓｈｏｗｅｄ

ｔｗｏｐｅａｋｓａｔ＜１：１６ａｎｄｌ：２５６ｗｉｔｈａｔｒｏｕｇｈａｔｌ：１６（Fig.１)．Theborderlmetiterfor

positiveteｓｔｉｎｈｕｍａｎｓｅｒａｉｓｃｏｎｓｉｄｅｒｅｄｔｏｂｅｌ：３２．

２）Agreementofreactionsbythelatexagglutinationtestandthehemagglutinationtest

usingthe‘Toxo-Test’ｋiｔ（Eiken）ｗａｓ９０．８９６ｏｆ２５１ｈｕｍａｎｓｅｒａ（Tableｌ)．

３）WhencomparedwiththehemagglutinａｔｉｏｎｔｅｓｔｂｙｔｈｅｍｅｔｈｏｄｏｆＬｅｗｉｓａｎｄKessel

(1961)，theresultoflatexagglutinationtｅｓｔｓｈｏｗｅｄ９０７９６ａｇｒｅｅｍｅｎｔｗｉｔｈｔｈｅｆｏｒｍｅｒｉｎ４６１

ｈｕｍａｎｓｅｒａ．
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